
中
国
美
術
の
紹
介
で
世
界
的
な

評
価
を
得
て
い
る
中
川
美
術
館
（
福

山
市
熊
野
町
・
鶯
の
里
、
中
川
健
造

館
長
、
電
０
８
４
・
９
５
９
・
１
２

４
８
、http://w
w
w
.nakagaw

a-art.com
/）は
、11
月
11
日〔
金
〕

午
前
11
時
11
分
か
ら
「
天
安
門
広

場
」
の
庭
で
中
国
琵
琶
の
演
奏
会
を

開
く
。
こ

の
日
だ
け

館
内
を
無

料
開
放
す

る
。現

在
開

催
中
の
秋

季
特
別
展

に
会
わ
せ
て
企
画
。
中
川
館
長
は

「
私
が
中
国
政
府
の
招
待
で
出
席
し

た
08
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

会
式
は
、
現
地
時
間
で
８
月
８
日
午

後
８
時
か
ら
行
わ
れ
た
。
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
そ
の
向
こ
う
を
張
っ
て

考
え
た
」
と
、
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
ほ

ほ
笑
ん
だ
。

琵
琶
の
演
奏
者
は
、
中
国
で
最
高

ラ
ン
ク
10
級
の
腕
を
持
つ
李
樹
人

で
、サ
キ
ソ
ホ
ン
も
演
奏
で
き
る
。演

奏
時
間
は
約
30
分
。
曲
目
は
琵
琶
が

「
陽
春
白
雪
」と「
歩
歩
高
」、サ
キ
ソ

ホ
ン
が
「
海
の
夢
」（
日
本
の
「
君
と

い
つ
ま
で
も
」）
と
「
北
国
の
春
」。

な
お
、
秋
季
特
別
展
は
景
徳
鎮
や

油
滴
天
目
茶
碗
な
ど
の
中
国
磁
器

25
点
と
、
大
型
山
水
画
な
ど
中
国
絵

画
27
点
を
展
示
。
中
国
最
高
実
力
者

だ
っ
た
鄧
小
平
の
長
女
で
画
家
・

鄧
林
の
作
品
も
鑑
賞
で
き
る
。

開
館
時
間
は
午
前
10
時
｜
午
後

４
時
。休
館
日
は
毎
週
火
、水
曜
日
。

入
館
料
は
高
校
生
以
上
９
０
０
円
、

小
・
中
学
生
以
下
３
０
０
円
。

「
マ
ル
フ
ク
フ
ェ
ア
ー
・
イ
ン
・

ウ
ィ
ン
タ
ー
２
０
１
１
」
が
11
月
18

日
〔
金
〕
｜
20
日
〔
日
〕
に
「
ふ
く

や
ま
産
業
交
流
館
（
ビ
ッ
グ
ロ
ー

ズ
）」（
福
山
市
御
幸
町
上
岩
成
）

Ｅ
・
Ｆ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
時

間
は
午
前
10
時
｜
午
後
８
時
（
最
終

日
は
６
時
ま
で
）。

当
日
は
宝
石
、
ニ
ッ
ト
、
ウ
ィ
ッ

グ
、
靴
、
コ
ー
ト
、
メ
ガ
ネ
な
ど
を

展
示
・
販
売
す
る
ほ
か
、
気
央
さ
ん

の
占
い
や
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・

檜
山
文
さ
ん
の
作
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
要
予
約
）
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ

る
。問

い
合
わ
せ
は
マ
ル
フ
ク
㈱
（
同

市
神
辺
町
新
徳
田
２
３
６
｜
２
、
電

０
８
４
・
９
６
３
・
４
５
１
０
）

へ
。
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最
近
の
地
方
議
員
批
判
の
代
表

例
と
し
て
政
務
調
査
費
が
あ
る
。
そ

の
名
称
か
ら
政
策
立
案
に
関
す
る

調
査
研
究
に
使
わ
れ
て
い
る
か
と

思
え
ば
、
実
際
に
は
不
適
切
な
使
用

例
が
多
々
あ
る
と
し
て
マ
ス
コ
ミ

か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
。
極
端
な
事

例
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
ま
る
で
無

駄
使
い
の
象
徴
の
よ
う
に
こ
き
下

ろ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
風
潮
は
議

員
の
「
や
る
気
」
を
削
ぐ
だ
け
で
あ

る
。
市
民
生
活
の
改
善
は
議
員
の
熱

意
と
や
る
気
に
か
か
っ
て
い
る
は

ず
だ
が
・
・
・
現
在
は
議
員
が
利

権
に
か
ら
む
こ
と
も
出
来
ず
、
事
あ

る
ご
と
に
批
判
さ
れ
て
は
、
選
挙
の

洗
礼
を
受
け
て
ま
で
議
員
を
目
指

す
人
が
減
る
の
は
当
然
か
も
し
れ

な
い
。

福
山
市
議
は
月
額
13
万
円
の
支

給
が
あ
り
、
私
は
適
切
な
使
用
を
心

掛
け
て
い
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し

か
し
昨
年
、
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の

環
境
・
公
共
交
通
政
策
の
視
察
ツ

ア
ー
に
参
加
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
よ
り
再
考

を
求
め
る
要
望
書
が
議
長
宛
に

提
出
さ
れ
た
。
ツ
ア
ー
料
金
は

10
日
間
で
25
万
円
と
格
安
で

あ
り
、
宿
泊
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
の
６
人
部
屋
と
い
う
質
素
な

も
の
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
よ
り

も
議
員
が
公
費
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
「
旅
行
」
に
行
く
と
捉
え
ら
れ
た

よ
う
で
、
説
明
し
た
が
ご
理
解
い
た

だ
け
ず
、
結
局
は
自
費
で
参
加
し

た
。
議
員
に
は
庶
民
感
覚
も
必
要
だ

が
、
広
い
視
野
を
待
た
ず
し
て
将
来

を
見
越
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
出
来

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
今
年
度
私
は
「
こ
ん
な
に

使
い
に
く
い
政
務
調
査
費
は
い
ら

な
い
」
と
受
給
申
請
を
行
わ
な
か
っ

た
。
私
に
は
議
員
報
酬
以
外
の
報
酬

は
無
く
、
年
間
１
５
６
万
円
の
調
査

費
減
は
非
常
に
痛
い
。
し
か
し
、
生

活
に
困
窮
す
る
市
民
や
東
北
の
被

災
者
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
こ
の
程

度
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
も
感
じ
て
い
る
。

多
く
の
議
員
は
真
面
目
に
政
務

調
査
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う
か

マ
ス
コ
ミ
や
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
批

判
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
調
査
内

容
の
評
価
も
し
て
ほ
し
い
。
た
だ

し
、
調
査
費
で
パ
ソ
コ
ン
や
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
等
の
ハ
ー
ド
機
器
を
購

入
す
る
議
員
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
に

よ
り
政
務
調
査
活
動
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ
し
て
い

る
議
員
は
極
め
て
少
数
と
い
う
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

政
務
調
査
費
の

批
判
に
つ
い
て

祐介の目祐介の目

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）

毎月 1日号に掲載

№3

11月11日11時に「天安門
広場」で中国琵琶の演奏会

中川美術館

館内を無料開放

中国琵琶奏者の李樹人

白啓剛の「樹林の秋」

「天安門広場」

18
日
｜
20
日
に
「
マ

ル
フ
ク
フ
ェ
ア
」
開
催




